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CTL 誘導組成物に関するカナダ特許庁からの特許査定について 

 
この度、当社ががんペプチドワクチンとして開発を進めるペプチドに関して、CTL※１のがん細胞に対する

免疫反応を誘導する発明についての特許出願が、日本、欧州に続きカナダ特許庁より特許査定※２を受けま

したので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１．特許の概要 

発明の名称 CTL inducer composition 

出願番号 2927770 

 

本特許は、ペプチドが複数の遺伝子型の HLA※３に結合して免疫反応を誘導することに関する発明のカナ

ダへの出願です。がんペプチドワクチンは、体内でペプチドがHLAに結合した状態でCTL 等の免疫細胞に

認識されることが作用メカニズムの起点となります。この HLA は個々人に固有の遺伝子型があり、地域や

人種によっても分布の傾向が異なります。通常、特定の遺伝子型の HLA には特定のペプチドのみが結合す

しますが、中には複数の遺伝子型の HLA に結合するものがあり、そのようなペプチドであれば、ペプチド

ワクチンの投与対象患者が拡がる可能性を示唆しています。 

この度、カナダにおいて特許査定を受けた特許には、複数の遺伝子型の HLA に結合しうるペプチドが、

複数含まれています。 

 

２．業績予想に与える影響 

本特許査定による当社の平成 30年３月期の業績に与える影響はありません。 

以上 
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【語句説明】 

※1 CTL（Cytotoxic T Lymphocyte）…細胞傷害性Ｔ細胞。リンパ球のうちのＴ細胞の一種。細胞表面の

Ｔ細胞受容体を通じて、樹状細胞等の抗原提示細胞から提示された異物を特異的に認識し、その異物を

表面上に提示しているウイルス感染細胞やがん細胞を認識し、殺傷することができます。以前はキラー

Ｔ細胞とも呼ばれていました。 

 

※２ 特許査定…各国特許庁の審査によって「出願に記載された発明が特許権を得るに値する発明である」と

判断された場合に示される審査結果です。特許査定の後に特許料を納付することにより、該当する国に

おいて特許権が登録され、権利が発生します。 

 

※３ HLA（Human Leukocyte Antigen）…ヒト白血球抗原。体のほぼ全ての細胞表面で発現がみられる、

免疫機構において重要なタンパク質です。HLA は、自己と非自己（他）を区別する「自他認識のマー

カー」であり、非常に多様な「他(た)」を自己と区別するために、多様な型があります。ペプチドは HLA 

の特定の型に結合し、型が合わない場合は結合しません。 

 

 

ブライトパス・バイオ株式会社について 

手術、放射線療法、化学療法に次ぐ、がんの「第４の治療法」としてがん治療の革新をもたらしつつある「が

ん免疫療法」の開発を行う創薬ベンチャーです。国内と米国で臨床試験を実施中のがんペプチドワクチンを

もつほか、抗原特異的Ｔ細胞を iPS 化し再生させる新たなＴ細胞療法、また世界的に新規性の高いアプロ

ーチであるネオアンチゲン（腫瘍特異的遺伝子変異抗原）に関わる新薬を開発しています。2017年 7月 1

日に、「株式会社グリーンペプタイド」から「ブライトパス・バイオ株式会社」に社名を変更しました。 


